
第２章　リスクアセスメントの実施手順

作業手順（作業名） 危険性又は有害性と発生のおそれのある災害

グラインダー作業 
（吊り具使用）

簡易吊り具で重量物を持ち上げ動かす時、フックから製品が外れて落下し、製品が足に落
ちて骨折（打撲・挫創）する。

グラインダー作業 
（治具交換）

自動機で砥石が回転中に治具の交換を行ったため、回転している砥石に接触し、裂傷を負う。

グラインダー作業 
（掛け持ち作業）

自動機と手持ちグラインダーを掛け持ちで作業していたところ、両者間を往き来する時に
つまづいてバランスを崩し、周りの機器類に接触し怪我をする。

グラインダー作業
（自動機ワーク入れ替え）

自動機にワークを片手でセットしていたところ、ワークと機械の間に手指をはさみ、挫創
する。

全般

扇風機使用中、風に向かって保護眼鏡を外した時に、付着していた切粉が風で飛んで切粉
が目に混入する。

呼吸用保護具（防じんマスク）未着用であったため、粉じんを吸い込みじん肺に罹る。

吊り具を使わずに重量物を持ち上げたため、腰痛になる。

グラインダー作業など騒音下で耳栓をせずに作業を行ったため、聴力障害になる。

グラインダー作業など振動作業で防振手袋をせずに作業を行ったため、振動障害になる。

< 運搬 >

フォークリフト

コンテナ等容器を多段積みで運搬していたところ、容器の奥までフォークが入っていない

ため、振動などにより容器がフォークより外れて落下し、落下した容器が周囲の人や物に

当り、損傷する。

コンテナ等容器を多段積みで運搬していたところ、容器が前方の視界を遮っていたためフ

ォークリフトが周囲の人や物に当り、損傷する。

コンテナ等容器に製品を満載して運搬していたところ、振動や急ブレーキにより製品が落

下して周囲の人や物に当り、損傷する。

フォークリフト運転中に保護眼鏡が曇って視界が悪くなったため外したところ、場内に浮

遊する鉄粉等が目に混入する。

ホイスト式クレーン

コンテナをフックに掛けて移動する時、フックが外れたり、フックやワイヤーの損壊により、

コンテナが落下して周囲の人や物に当り、損傷する。

コンテナの中央でフックに掛けずに、斜めに吊って運搬しているコンテナが揺れ、周囲の

人や物に当り損傷する。

コンテナをフックに掛けて移動し降ろす時、コンテナが揺れ、足の上にくるコンテナと床

に足をはさまれ、挫創する。

操作ボタンの押し間違によりコンテナが予期せぬ方向へ移動し、周囲の人や物に当り損傷

する。
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